
中国四国地区におけるプリオン病サーベイランス

解 説

1.中四国地域は遺伝性プリオン病のうち、V180Iの頻度が全国統計（約40%）
に比べて、明らかに高く、E200K・P102Lの頻度が小さいという特徴が見ら
れた。

2. 2013年10月から2018年9月に限るとV180I変異症例が12例増えており、全
国統計に比べて、V180Iの頻度が高いばかりでなく、近年報告数が益々
増加していることが示唆された。
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